




























　　Takizawa Bakin, a famous novelist in nineteenth-century Japan, sold his 
entire collection to his friends after he turned seventy. This collection included 
his writings and manuscripts. He received a large sum of money for this 
collection and bought his grandson the position of a low-ranking samurai for 
Tokugawa Shogun, the most powerful ruler of Japan.
　　Bakin was a samurai of the lower class, but he renounced this status to 
be a writer. His son, a doctor, became a samurai in service of the elder lord of 
the Matsumae clan, but he passed away. Bakin then bought the position of a 
low-ranking samurai for his grandson.
　　Bakin was old, his eyesight was failing, and he had lost the spirit to read. 
Further, his grandson did not enjoy reading. When he sold his collection, he 













































































































































   吾山賛」金二朱、 「白隠書天
満宮」金二朱、本箱一 金三朱、計金二両三分二朱、 『東の春』金一朱、 『七夕考』銀五匁五分、 『日光御成道掌故』原本類本なし、金三朱、 『三
一覧』原本類本なし、金一分二朱、 『静幽堂叢書』金一分一朱、 『細川幽斎公年譜』類








金二朱、 『吉原丸鑑』金三朱、 『最上記』金二朱、 『金ぴら千人























































































































て宇太夫へ送った。 『浪葩桂夕潮』合巻二冊 『千葉館世継雑談』合巻二冊 『敵討賽八丈』合巻二冊 『相馬内裏後雛
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三両で、合計三六両で沽却したことを記した。天保十二年四月、長谷川六有へ愛書三種 「白石叢 」三 巻、代金五両、 『禹鑿堂漫録』五巻、代金 両一分、 『太平絵伝抄』五巻、代金一両一分、を売って計金七両二分を得たことを記した。その翌年、天保十三年八月、書肆岡田屋嘉七へ、和漢板本六一部、代金一〇両二分、九月黙老へ奇書珍書一五部、代金五両、十一月、篠斎へ明和以来の古板草冊子四二種、奇書一部、合 篠斎媒介長谷川六有へ珍書六 三 一分三朱 十二月、桂窓へ珍書薄物六部、代金三分二朱と銀六匁、ほかに、九月 高松藩士 写本三部、代金二分と銀三匁七分五厘
（代金天保十四年一月に受け取る（
、計金二〇両一分一朱と銀九匁七分五厘、を受け















伝全書』四帙、金二両一分、 『聞まゝの記』大本 四冊 金二両 分 『塩尻抄』四冊、金二分、 『増補江戸志』冊、金一両二分、 『事迹合考』五冊 金二分三朱、 『桜林』一四巻合四冊 金二両二朱、 『瓊浦偶筆』七巻合二冊と「長崎真図」二本、金一両二朱、 『宛委余編』訓点付四冊と「附録」一冊、金一両二朱、合計一五両一朱、として目録
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を書き送り、別紙付箋に、 『水滸伝』不用であれば代りの極珍書として、 「長享江戸図」一本、 「長禄江戸図」一本、「慶長江戸図説」一冊、 「寛永江戸図」一本、 「明暦板江戸図」写本一冊、 「元禄板江戸図」写本一本、 「御国歌舞伎画巻」一巻、 「寛文俳優図」一巻 二重箱入、金二両一分を加えて、沽却したい、と桂窓に申し入れた。　
馬琴は、以下のように説明を記した。 「越後雪譜料」は、二、三〇年前、鈴木牧之から年々追々画いて送ってきた
「雪譜料」の画稿、疎画ながら雪のこと尽したもの、印 の『雪譜』などはこの百分 にもならない。一巻五、六〇枚ずつの大幅、 『雪譜』の著述牧之へ断った折にこの画稿を返すべきところ、惜しく代金を払って珍蔵してきた画稿裱褙疎抹ながら実に海内一本の珍書。 『増補平妖伝』の印本は先年御目にかけたもの、写本は貴御蔵本を写させ校訂し、帙をつくらせ美本としたもの、御所蔵の写本を売却して、二本とも印本とされれば珍蔵もの。 『水滸四伝全書』は長崎へ行った人より買い取っ 少しは廉なるもの。 聞まゝの記』は黙老の随筆 近世の奇説集録したもの、極く細字、大冊、一冊五、六〇丁、写本料金三両二分ほど支払った、原 ほかには是一本のみであろう。 『塩尻抄』は有用のところ抄録 役に立つこと多い。 『増補江戸志』は上写本校訂した善本。 『事迹合考』は『落穂集』にもれものを記す、最も珍書、太田南畝のみの蔵本を写させたもの。 『桜林』は、屋代弘賢の『古今便覧』 内の桜譜、写本料を多く支払った の 先年御目にかけた 覚えている。 『瓊浦偶筆』 「長崎真図」 最も珍書。 『宛委余編』「附録」は稀な写本、上写本校訂、拙老悉く訓点した愛書。　
書名、代価の目録を見た桂窓は、 『聞まゝの記』 『塩尻抄』 『瓊浦偶筆』三部を買い取ると伝えてきた。九月二十四
日、馬琴は桂窓へ書翰を認め、勝手次第に飛脚へ出す、脚賃御地払にするようにとの御心付 御義侠の至り、 謝意を述べた。 『宛委余編』についての桂窓の問に対し、全書を『四部稿 という明 王元美 随筆 二、三〇〇巻のうち最もおもしろいもの、 『五雑組』と伯仲 学者往々抄書するが写 稀れ、拙老蔵本のもの全写本、悉く訓点 施し
滝沢馬琴 蔵書・自著・自作旧板・稿本の売却
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『通徳類情』大本帙入八冊、上筆工に写させ校訂したも 、元入金一両一分ばかりかゝったもの、 『崇正通書』小刻帙入八冊、江戸大坂に唐本なく、屋代弘賢所蔵のもの借謄し校訂したもの、写本惣入用金一両二朱ばかりかゝったもの、今は唐本あって廉価、元入分の代価までに沽却 たい。然るべく取り計ってもらいたい 以下であれば時を待ち
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和漢の学者、風流家、そのような御人に売ること本望の至、貴翁の御義侠悦しい、金三両二分の御手形で清右衛門をもって慥に受け取った、 『東雅』 『平妖伝』 、六有主から頼まれた由の『酒説養生論』 、並便で瀬戸物町嶋屋左右衛門方へ出した、 『酒説養生論』の古本 全七巻合本三冊綴込 代料銀五匁五分、新本入手 きない、古本でよくなければ返されるよう 有用の好書、児孫 ため家蔵する、と伝えた。日本橋須原屋茂兵衛板、須原屋になく、草紙類の扱いを渡世に し いる今の清右衛門
（娘おさきの婿、分家（
が、江戸中を走り廻り、ふと紙店で見出して入手したも
のであった。馬琴は、先便で扱いを頼んだ 通徳類情』 『崇正通書』など 和歌山の懇家へ伝え れ 由を謝礼し方位学すたれてきたので売れないのも是非ない、ほかに 「大東分界図」大折本、箱入三本がある 日本六六 国の図、一か国それぞれに作者の説が書かれている、 『奥羽聞老志』の作者滄洲自筆の稿本 類本ない珍書 図は麁略、文化中に代金三両で買い入れ箱を作らせて所蔵してきた、相応の代価であれば売りたい、小生読 稿本、文政中まで板元が返さな ったが、その後引き取った、 『八犬伝』の稿本六 七集より残らずある 『巡島記』そのほか多くある、相応の代価であれば売りた 、紙魚の書にするよりは売っ 方が い、 心懸け願いたい、とも頼んだ。　











「大東分界之図」について、篠斎が、相応の代価とは金三両より上か下か問い合わせてきたので、馬琴は、貴君御入用であれば、金二両一分でも二両二朱でもよい、他の方であれば、金二両二分として、読本稿本一編につき金三分、貴君御買入であれば金二分でもよい、合巻稿本六冊もの金三朱、八冊もの金一分で御世話願いたい、 「大東分界之図」稿本、大坂書林が高料の潤筆で引き請け奉行所へ出板願改に差し出したけれども改済まず、久しく手許に置き、代金一五両で売りたいと申していたが売れず、小生、河内太兵衛媒介で金三両でやっと入手したもの、金二両二分では高料ではないと考える、拙作稿本、一旦板元へ売ったしぼりかす、稿本まで世上流布するのは恥しいことながら、多金調えがたいための細工、世界一本のもの下直と考える 応答した。読 、合巻の書名、冊数などを書き出 た。読本、 『八犬伝』六集よ 九集の下帙まで 三、四集 『巡嶋記』初編より六編まで、 『石魂録』後編六冊 『南柯夢』全六冊、 『質屋庫』全五冊 『侠客伝』初集より 集まで、合巻、 『金毘羅船』八編まで、 『傾城水滸伝』初編より十三編まで揃い 金魚伝 初編より六編まで揃い 『文の定紋』全六冊 『赤本事始』全六冊、その内 『南柯夢 六冊と『赤本事始』六冊を、 『大東分界之図』と同封して、今便並便をもって送るよう飛脚問屋嶋屋佐右衛門方へ出した、と伝えた。　『大東分界之図』を篠斎も長谷川六有も見たい、脚賃御地払いで送るように、稿本一、二部も見たい、との篠斎か
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ら馬琴へ知らせてきた。馬琴は、白石ものの媒介を篠斎に頼み 篠斎 、和歌山 懇友に話したことを馬琴に伝えた。馬琴は、その和歌山の懇友の名前を桂窓か 聞いていたが失念した。　
その御仁、所蔵する『読史余論』は悪書の由で、馬琴の蔵本が善本であれば買い取りたい、長谷川六有が馬琴から




『巡島記』 『質屋庫』などの稿本揃っている、 『金毘羅船』の稿本八編のうち七編、八編のみある、 『金瓶梅』稿本不揃いながらある、 『金毘羅船』不足分の代り し 、 『殺生石後日』五編稿本揃いを差し出す、これをもって堪忍してもらいたい、 『金毘羅船』の板元が稿本を返却 ないし 金毘羅船』板元、年久しくなって るから大方ないと思われる、 『殺生石後日』の手許にあった極上 の稿本を、貞操院宮様へ五か年前に差し出したの 、手許にあ 稿 を製本し表紙を掛けさせたもの 頗る心を用いたも 長谷川六有主へ宜 く伝えてもらいた 、桂窓子も『金毘羅船』初編より三編まで望まれ が、七編八編のみしかないと断わった、 『石殺石後日』の稿本のみ望まれれば、代 二両で譲りたい、望む人を聞き出して世話してもらいたい、 『文の定紋』を桂窓子から四、五日先に注文を受けたけれども、貴君から代金を早速渡してもらったので、貴君へ送る 桂窓子へ返事する、何れとも御相談の上 桂窓子へ譲られるのも思召次第と思う、と申 入れた。　













































琴魚様作の稿本、御直筆ではないが御形見にと老婆深切に差し上げたけれども、老人の記憶悪く御尋ねに御答をもらし、不本意の至、恥じ入る、と書き送った。 『傾城水滸伝』稿本不足代りの板本の訳合を、長谷川六有が聞いて返本してきたのを知って 御義侠の至、宜しく伝えてもらいたい、黙老が、 『傾城水滸伝』初編下帙二冊、十二編下帙二冊を、昔年 鶴屋から貰って持っていることを知り、黙老が望む『金毘羅船』稿本六編・七編の八冊と交易するよう頼んで、十一月中旬、高松の黙老方へ 、黙老が許容して『傾城水滸伝』稿本四冊を送ってくれると思う 手に入り次第、来春御地へ送る、と伝えた。馬琴は 「白石叢書」などについての篠斎に問に答えて、 「白石叢書」 寛政中、大田才助が白石の家 経書講釈に出 折に借用し ひそかに写 取った由の三二 三冊、文化中 金五両で某から買い取り、校訂して秘蔵してきた愛書、元値段よりよければ譲りたい、この珍書好む方へ御媒妁願いたい、 『忠臣絵伝抄』 享保中の印本 全五冊、義士 肖像あり、売り出し後程なく絶板、甚だ稀な書、義士の実録の板本 文化中見出し、金一両一分で買い取り秘蔵してきたも 、好む人あれば元直段で譲る 御世話を願いたい、両書とも、不眼で読むことができないの 所蔵する甲斐がない、と書き送 た。　
翌年、天保十二年一月上旬に、馬琴は、黙老からの『傾城水滸伝』稿本初編下帙四冊を受け取った。十一編下帙稿





























て代価を聞きたい、と桂窓が申し入れてきた。桂窓は 篠斎へ 馬琴の書翰を見せても ってお 、 『兔園小説』に
滝沢馬琴 蔵書・自著・自作旧板・稿本の売却
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を送り、 『正字通』 『本草綱目』 『水滸四伝全書』 『通徳類
情』 『崇正通書』 『遺老物語』 『増補江戸志』 、朱注 五経、小子手入の 老子 『荘子』 、 『少微通鑑』 『宋元通鑑』など、書肆へ売るべきものではないので、珍書奇書の略目録、代価を別紙に いて送る、自作の読本一〇〇巻 草双紙合巻、柳
大小三つ、蓋できないほどあり、蔵書一〇余箱にある、小子不眼、孫の太郎読書大嫌い、当年より渡世失なっ






『飼籠鳥』一〇巻、書画ともに代金一〇両、 『事迹合考』五巻、代金一両、 『読史余論』著作堂校訂全本七冊、代金一両一分、 『廃絶録』大冊一巻、代金一両、 『慶長日記』五巻、代 三両二分 『北条分限帳』大一巻、代金三分二朱
滝沢馬琴 蔵書・自著・自作旧板・稿本の売却
67
『新野問答』合本二巻、代金一分二朱、 『慶長年録』三巻、 『元和年録』一巻、 『寛永年録』三巻、一部七巻代金五両二分、 『慶長年中記』一巻、代金二朱、 『近聞寓筆』 『漂流紀事』 『平賀鳩渓火流布攷』合本一冊、代金一分、 『禹鑿堂漫録』五巻、代金一両一分、 『歴朝日本国伝』一巻、代金三朱、 『薪のけぶり』三巻、代金二分、 『臥雲日件録』 、代金二分、 『跡なし草紙』二冊、代金二分、 『銅柱余談』四冊
（大奇書（
、代金一両一分、 「諸鳥写真極彩色大絵巻」は、種々
の奇鳥があり、鳥の写真を尽すもの、 『飼籠鳥』は、和漢の古書を引用して詳しく注しており 諸鳥の出所を詳しく知ることができる最上 もの、 『廃絶録』は 林羅山の 廃絶録』とは別本、慶長以来国を除かれた 大名を録すもの、と説明を加え、若望む人あって見たいというのであれ 見せ本を一、二冊ずつ差 出す、心なき人には秘してもらいたい、と申し入れた。　
前年、天保十二年三月三日、馬琴は、桂窓へ愛書大秘書を売ろうかと思うが未だ決めかねている、その書というの












て相談していた。篠斎が草双紙四〇余部 買い取って 同好へ分けて た。桂窓が、桂窓の懇友 津の川喜田氏へ秘書について伝え、かねて望んでいたので買い取らせようと た。馬琴は 愚意と 相違するけれども 桂窓子の懇友であればよ か、うかと人に渡しがた 篤実家であれば差支えないか 桂窓子が買い入れて川喜田氏へ売り、小子方から出たことを秘 もらえば安心 あろう、桂窓子 そ を承知して取り斗ってくれる ば 差し出すと篠斎へ申し入れた。和漢の板本のみ数十部を岡田屋へ沽却 た。代価は僅か金 〇両一分 朱を得たにすぎない
68
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昔年金二両一分で買い入れた『水滸四伝全書』が金三分、金二両一分であった『通徳類情』一帙が金一分二朱、元直段金一両一分であった『崇正通書』一帙が銀一〇匁、あまりのこと、当時唐本と方位の書がすたって買入ないためという、小子見ることできず、実に反故同様、好みの人の宝になれば、仁の端にもなる、類焼したと思えば悔なし、と思いかえして岡田屋へ沽却し 小子五〇年苦心の蔵書、不本意の至り 恥じ入る仕合、とも書き送っ 。 『禽鏡』 、高料の品、長谷川氏が 巻見たい由 大巻故、道中の損傷斗りがたい、箱を堅固にして出さねばならない、それに費用が懸る で延引する、 「水滸絵巻」の価を聞かれたい由、写本料、裱褙料 箱とも 金三分二朱ほど費したと覚ている、奥書「水滸隠秘解」 金五〇〇疋位、合わせて金二両余ならば売る、強いて沽却しない、長編の愚筆ほかになく家に遺した方がよいとも思う、宜しく御勘考願いたい と申し送った。篠斎が注文した書名・代金を記し、今便、並便で飛脚へ出す、と伝えている。その篠斎注文の書と代金は、古草紙四〇余部と「泰字秘書」一巻、 一両一分、『銅柱余談』四巻、代金一両一分、 『あとなし物語』二巻、金二分、 『近聞寓筆』 『漂流紀事』 『平賀鳩渓火浣布攷』合本一巻、金一分、 『歴朝日本国伝』一巻、金三朱、 『禹鑿堂漫録』金一両一分 五巻の内見せ本一巻、であった。 『あとなし物語』について、高料と思召されようが 作者の原本、価を厭わず買い入れて秘蔵したもの 思召に叶わなければ返されてもよい、 『歴朝日本国伝』につ て 二十一史の抄録、稀書、小子重宝 た愛 金一分二朱位のも 、黙老へ申し入 ゝば買 入れると思う、御意に入らなければ返されてもよい、 『禹鑿堂漫録』について、小子年来愛書、誰にも見せていない、紀州の学士某弥学 随筆、一〇余 前 友人 宝亭
（獨山人（
の紹介で、小子へ序文と





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   
岩田書院
　
四三～五〇頁（
。
（
1（（
　
同三「仁と 命」 （同書
　
五八～六五頁（
。
追記
定年退職後も、 『論叢』に拙稿を公表する機会を与えられてきたことに対し、心から謝意を表する。本年、傘寿をもって終業する。
